
六
世
紀
前
・
中
葉
に
出
現
し
、
発
展
す
る
群
集
墳
は
全
国
的
な
規
模

で
み
ら
れ
る
一
方
、
五
世
紀
代
築
造
の
小
古
墳
が
七

l
八
年
前
か
ら
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
小
古
墳
は
主
と
し
て
木
棺
直
葬
を
も

っ
て
埋
葬
主
体
と
し
、
限
ら
れ
た
地
域
に
の
み
出
現
す
る
と
い
う
点
を

除
き
、
後
期
群
集
墳
と
は
景
観
的
要
素
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
。

①
 

石
部
正
志
氏
は
、
こ
れ
ら
を
古
式
群
集
墳
と
提
唱
し
た
。
そ
し
て
、

方
形
周
溝
墓
が
古
墳
時
代
に
も
築
造
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
、
首
長
に

昇
華
で
き
な
か
っ
た
世
帯
共
同
体
の
家
長
墓
に
あ
て
、
そ
れ
が
「
古
式

群
集
墳
」
へ
と
発
展
し
た
と
説
い
た
。
石
部
氏
の
試
論
は
、
マ
ル
ク
ス

理
論
に
立
脚
し
た
家
族
の
自
立
化
に
関
す
る
理
論
的
側
面
を
強
調
し
た

も
の
で
あ
り
、
な
お
十
分
な
個
別
的
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ

れ
よ
り
先
、
関
川
尚
功
氏
は
古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群
起
平
行
す
る
時
期

の
群
集
墳
に
留
意
し
、
「
初
期
群
集
墳
」
と
呼
称
し
た
。

は
じ
め
に

そ
の
後
、
初
期
群
集
墳
に
具
体
的
な
検
討
を
加
え
た
寺
沢
知
子
氏
は
、

R
 

副
葬
品
の
分
析
か
ら
古
墳
群
の
構
造
を
探
ろ
う
と
し
た
。
筆
者
も
同
じ

方
法
論
で
あ
る
が
、
寺
沢
氏
が
分
析
し
た
新
沢
千
塚
古
墳
群
は
、
群
構

造
を
理
解
す
る
に
は
、
細
か
な
築
造
単
位
を
把
握
し
に
く
く
、
調
査
も

古
墳
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
不
適
当
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
導
吾
出
さ
れ
た
結
論
は
、
副
葬
類
型
の
差
を
論
じ
た
も
の

で
は
な
く
、
一
般
的
概
念
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
新
沢
千
塚
古
墳
群

と
石
光
山
古
墳
群
の
差
異
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
若
千
の
研
究
小
史
を
概
銀
し
て
き
た
が
、
三
氏
が
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
横
穴
式
石
室
を
主
体
と
す
る
群
集
墳
と
木
棺
直
葬
等
を
主
体

と
す
る
群
集
墳
の
間
に
は
少
な
か
ら
ず
の
相
異
が
存
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
筆
者
も
前
者
を
初
期
群
集
墳
、
後
者
を
後
期
群
集
墳
と
理
解
し

た
い
。最

近
、
近
藤
義
郎
氏
が
集
計
し
た
大
和
の
「
古
式
小
墳
」
は
三
千
数

④
 

百
基
以
上
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
葛
城
山
東
麓
か
ら

三
輸
山
南
部
の
丘
陵
に
存
在
し
、
盆
地
内
部
の
分
布
は
極
め
て
不
均
等

葛
城
山
東
北
麓
に
お
け
る
初
期
群
集
墳
の
展
開

伊

藤

雅

文
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群
集
墳
の
場
合
、
古
墳
間
の
差
は
墳
丘
規
模
・
葺
石
等
の
附
属
施
設

の
有
無
を
検
討
し
比
較
す
る
よ
り
も
、
副
葬
品
か
ら
検
討
す
る
方
が
よ

り
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
大
型
古
墳
の
墳
丘
規
模
の
差
に
は
そ

の
造
営
労
働
力
の
差
が
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
畿
内
に
お
い
て
、

主
軸
長
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
古
墳
と
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
古
墳
の
間

p
.

も
し
く
は
同
等
の
規
模
を
有
す
る
古
墳
間
に
あ
っ
て
も
、
丘
陵
・
尾
根

を
有
効
に
使
う
地
山
削
り
出
し
の
古
墳
と
、
平
地
上
の
す
べ
て
盛
土
に

よ
る
古
墳
と
で
は
、
そ
の
労
働
力
の
差
は
大
き
い
。
し
か
し
、
群
集
墳

中
の
ほ
と
ん
ど
の
古
墳
は
直
径
十
数
メ
ー
ト
ル
な
い
し
―
―
-
＋
メ
ー
ト
ル

程
度
の
地
山
削
り
出
し
に
よ
る
構
築
で
あ
り
、
そ
の
造
営
労
力
の
差
は

極
め
て
少
な
い
。

小
古
墳
の
埋
葬
施
設
と
し
て
、
木
棺
直
葬
・
粘
土
榔
．
竪
穴
式
石
室

小
石
室
・
壺
棺
・
円
筒
埴
輸
棺
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
古

墳
群
間
の
偏
差
が
大
き
く
、
分
析
に
は
や
や
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
し
た

副
葬
類
型

な
状
況
に
あ
る
。
都
出
比
呂
志
氏
が
「
群
集
墳
の
早
く
形
成
さ
れ
る
地

⑤
 

域
の
特
殊
性
を
…
…
究
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
よ

り
い
っ
そ
う
の
古
墳
群
の
細
か
い
分
析
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
比
較
的
地
域
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
葛
城
山
東

麓
に
照
準
を
あ
て
て
、
群
集
墳
の
分
析
を
お
こ
な
い
、
地
域
社
会
の
中

に
お
け
る
群
集
墳
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な
い
た
い
。

が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
古
墳
群
（
群
集
墳
）
の
構
造
を
追
求
す
る
に
は
、
副

葬
品
に
よ
る
主
体
部
間
の
分
析
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

副
葬
品
は
、
墳
形
・
葺
石
・
埴
輸
列
な
ど
の
外
部
施
設
、
埋
葬
施
設
、

周
溝
・
外
堤
な
ど
の
付
属
施
設
と
と
も
に
、
古
墳
を
成
り
立
た
せ
る
重

要
な
一
要
素
で
あ
り
、
被
葬
者
の
生
前
の
社
会
的
地
位
を
反
映
し
て
い

る
。
そ
の
副
葬
品
に
は
個
人
の
所
有
物
で
あ
る
と
か
、
祭
具
で
あ
る
と

か
、
あ
る
い
は
「
死
」
に
際
し
て
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ
る

だ
ろ
う
。
生
産
性
が
低
く
自
由
な
流
通
が
な
か
っ
た
古
墳
時
代
に
と
っ

て
、
副
葬
す
る
物
資
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
非
常
に

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
副
葬
行
為
は
物
資
を
地
下
に
埋
納
す
る
と
い
う

永
久
放
棄
で
あ
り
、
当
時
必
要
な
も
の
を
む
や
み
に
埋
納
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
副
葬
品
の
埋
納
に
あ
た
っ
て
そ
の
種
目
の
選
定
が
お
こ
な
わ

れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
石
上
・
豊
田
古
墳
群
で
は
鉄
銑
、
石
光
山

古
墳
群
で
は
農
工
具
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。
し
か
し
、
被
葬
者
の

社
会
的
背
景
と
し
て
所
有
物
・
物
資
の
相
対
的
な
多
寡
に
よ
り
選
択
で

き
る
幅
が
相
対
的
に
広
く
な
っ
た
り
狭
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
分
析

す
る
古
墳
群
の
副
葬
品
の
傾
向
を
把
握
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
さ
ほ
ど
問

題
に
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
分
類
可
能
で
あ
る
。

A
類
鏡
を
有
す
る
。

B
類
玉
類
を
有
す
る
。

c類
鏡
・
玉
類
を
持
た
な
い
。
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石
製
品
・
銅
製
品
・
大
型
武
器
・
武
具
・
馬
具
の
う
ち
複
数

を
有
す
る
。

右
記
の
遺
物
の
う
ち
い
ず
れ
か
―
つ
を
有
す
る
。

鉄
鏃
・
農
工
具
・
土
器
等
の
う
ち
、
少
く
と
も
一
っ
を
有
す

る。

4
類
棺
外
遺
物
の
な
い
も
の
。

A
l
C
類
は
ほ
ぼ
棺
内
遣
物
、

1
ー
4
類
は
ほ
ぽ
棺
外
遺
物
に
対
応

⑥
 

し
、
実
際
の
主
体
部
の
副
葬
類
型
は
二
者
の
組
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
る
。
例
え
ば
、

A
4
類
と
は
鏡
の
み
有
す
る
主
体
部
で
あ
り
、

B

3
類
と
は
玉
類
と
刀
等
の
鉄
銑
・
農
工
具
を
有
す
る
主
体
部
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
時
期
区
分
は
中
期
中
葉
を
一
期
、
須
恵
器
ー

⑦
 

型
式
後
半
ま
で
を
二
期
、
同

II
型
式
ま
で
を
三
期
と
す
る
。

さ
て
、
鏡
（
特
に
三
角
縁
神
獣
鏡
）
、
甲
冑
・
石
玉
製
品
、
銅
製
品
等
は

中
央
政
権
と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
物

群
は
ど
れ
も
特
殊
な
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
文
献
上
で
も
「
鏡
作
部
」
、

「
韓
鍛
部
」
、
「
玉
造
部
」
が
散
見
し
、
実
際
、
鏡
作
神
社
あ
る
い
は
玉

作
の
地
名
が
現
在
に
至
る
ま
で
残
っ
て
い
る
。
初
期
群
集
墳
の
鏡
の
占

め
る
割
合
は
、
新
沢
千
塚
古
墳
群
で
は
五

0
0号
墳
を
例
外
と
し
て
五

六
主
体
部
中
六
主
体
部
と
約
一
割
で
あ
り
、
兵
家
古
墳
群
で
は
一

0
主

体
部
中
三
主
体
部
、
巨
勢
山
古
墳
群
で
は
一
五
主
体
部
中
一
主
体
部
、⑧

 

石
光
山
古
墳
群
に
い
た
っ
て
は
鏡
を
有
す
る
主
体
部
は
皆
無
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
鏡
の
出
土
頻
度
数
は
低
く
、
群
中
で
は
特
別
な
構
造
の
主

体
部
と
い
え
る
。
前
期
、
中
期
、
後
期
と
鏡
の
持
つ
意
味
・
存
在
意
義

2
類

3
類

1
類

は
変
化
し
、
後
期
の
副
葬
例
は
極
端
に
減
少
す
る
が
、
鏡
の
出
土
状
態

か
ら
見
る
限
り
特
別
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
が
筒
形
銅
器
な

ど
の
銅
製
品
、
武
器
類
（
特
に
鹿
角
装
刀
剣
類
）
に
言
え
る
だ
ろ
う
。

A
.

B
.
1
.
2
類
に
お
い
て
注
目
し
た
遺
物
群
す
べ
て
と
は
い
か
な
い
ま

で
も
そ
の
多
く
が
特
別
な
も
の
で
あ
り
、
中
央
政
権
と
の
つ
な
が
り
を

想
定
で
き
る
。

兵
家
古
墳
群
の
検
討

⑨
 

兵
家
古
墳
群
は
竹
内
街
道
の
南
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
南
北

約――

1
0
0
メ
ー
ト
ル
・
東
西
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
一
四
基
が

散
在
し
て
い
る
。
単
独
的
立
地
を
示
す
八
号
墳
を
除
き
、
古
墳
の
立
地

状
況
か
ら
三
支
群
が
設
定
可
能
で
あ
る
。
―
ニ
・
ニ
―
一
号
墳
の
北
支
群
、

三
ー
七
．
―
一
号
墳
の
西
支
群
、
一
・
ニ
・
九
号
墳
の
南
支
群
で
あ
る
。

北
支
群

二
二
号
墳
の
墳
丘
は
す
で
に
流
失
し
主
体
部
も
流
さ
れ
副
葬
内
容
は

不
明
で
あ
る
。
出
土
埴
輸
に
よ
る
と
、
基
底
部
は
指
ナ
デ
調
整
で
最
下

段
は
二
次
調
整
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
段
以
上
に

B
種
ヨ
コ
ハ

ケ
調
整
が
施
さ
れ
、
偏
滓
な
台
形
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
）
中
期
の
埴
輪

の
要
素
を
有
し
て
い
る
。
允
恭
陵
古
墳
外
堤
出
土
埴
輪
の
調
整
技
術
に

似
一
」
お
り
中
期
後
葉
の
埴
輪
で
あ
ろ
う
。

―
二
号
墳
は
埴
輪
が
出
土
し
て
い
な
い
が
、
墳
丘
よ
り

I
型
式
後
半

の
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。
須
恵
器
は
新
し
い
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
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第 1囮 兵家古培群測晟図
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第 1表兵家古墳群群構造

沢 北 西 南

1 130ぃ 5口k
6口k

10A1 
A.B.-C1 

2 120e1 4Oc4 ，□C4 

3' 3O: c370?110： 釦
20? 

A.B.-C3 A:B.-83 

品 /墳形

番――
号

10A1—副葬類型 A.B. ・ ・．追葬

1 期

゜
2 期 o 11 3 期． •• 

゜0° 。11●●°
．． ．゚ ． 

゜
． 

ロ ． 
llQ 

゜゜
〇 新しく築造された古墳

゜
100 

● 既に築造された古墳 m 

第2図 兵家古墳群の築造過程
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rr型
式
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
長
方
板
革
綴
式
短
甲
・
小
札
鋲
留
式

眉
庇
付
胄
．
頸
鎧
・
肩
鎧
・
剣
・
鉄
鏃
・
農
工
具
・
管
玉
・
ガ
ラ
ス
丸

玉
を
副
葬
す
る

B
1
類
で
あ
る
。
甲
冑
は
ほ
ぼ
セ
ッ
ト
の
状
態
で
出
土

し
、
群
中
に
お
い
て
―
二
号
墳
の
武
器
・
武
具
の
占
め
る
割
合
が
大
き

い
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
中
期
末
葉
と
い
う
築
造
年
代
を
考
え
れ
ば
旧

⑫
 

式
の
武
器
・
武
具
の
セ
ッ
ト
と
い
え
る
。

―
二
号
墳
と
二
二
号
墳
の
築
造
年
代
は
ど
う
で
あ
ろ
う
、
か
。
群
中
に

お
い
て
、
埴
輪
と
須
恵
器
の
伴
出
例
は
二
号
墳
の
み
で
須
恵
器
は

rr型

⑮
 

式
で
あ
る
。
一
方
、
石
先
山
一
七
号
墳
で
は

I
型
式
後
半
の
須
恵
器

(ll
型
式
に
近
い
）
を
出
土
し
、
つ
ぶ
れ
た
凸
帯
と
二
次
調
整
を
省
略
し

若
干
左
上
り
の
タ
テ
ハ
ケ
調
整
を
施
し
、
底
部
調
整
さ
れ
た
埴
輪
も
伴

出
し
て
い
る
。
同
八
号
墳
で
は
一
七
号
墳
よ
り
若
千
新
し
い
埴
輪
と

rr

型
式
の
須
恵
器
を
伴
出
し
、
同
二

0
号
墳
で
は
一
七
号
墳
よ
り
若
千
古

い
埴
輪
(
-
三
号
墳
よ
り
も
若
干
新
し
い
）
と

rr型
式
の
須
恵
器
を
伴
出
し

て
い
る
。
少
な
い
例
で
は
あ
る
が
こ
れ
ら
か
ら
帰
納
し
て
考
え
れ
ば
、

兵
家
―
二
号
墳
、
石
光
山
一
七
号
墳
の
須
恵
器
が
中
で
も
古
式
の
要
素

を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
年
代
を
示
す
と
い
え
る
。
ま
た
兵
家
一

二
号
墳
の
須
恵
器
は
墳
丘
上
あ
る
い
は
墳
丘
南
裾
で
あ
り
、
墓
堀
内
出

土
と
異
な
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
古
墳
の
年
代
を
示
す
と
は
断
定
で
き
な
い
。

以
上
二
点
よ
り
―
ニ
・
一
三
号
墳
は
ま
さ
に
須
恵
器
を
用
い
た
祭
祀
の

導
入
の
過
渡
期
に
あ
た
り
、
ほ
ぼ
同
年
代
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

須
恵
器
と
い
う
新
し
い
要
素
を
持
つ
―
二
号
墳
は
古
い
要
素
を
持
っ
て

い
る
一
三
号
墳
よ
り
も
新
し
い
と
考
え
た
い
。

南
支
群

ニ
・
九
号
墳
の
遺
存
状
況
は
悪
い
。
二
号
墳
の
主
体
部
は
中
世
墓
に

よ
り
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
鍬
先
・
須
恵
器
・
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
元
来
埴
輪
が
樹
立
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
須

恵
器
は
典
型
的
な

II
型
式
の
も
の
で
一
一
期
に
編
年
さ
れ
る
。

九
号
墳
は
辛
う
じ
て
主
体
部
が
遺
存
し
て
い
る
。
棺
内
は
無
遺
物
で

あ
る
が
、
副
葬
品
が
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
・
五
•
六

.
―
一
号
の
各
墳
の
棺
内
で
の
遺
物
の
出
土
す
る
レ
ベ
ル
は
床
面
直
上

⑭
 

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
埋
納
位
置
の
高
い
須
恵
器
が
遺
る
可
能
性
よ
り

も
、
刀
・
剣
・
農
工
具
等
の
埋
納
位
置
の
低
い
逍
物
の
方
が
残
る
可
能

性
は
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
九
号
墳
は
元
来
無
遺
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強

く
、
副
葬
類
型
は

C
4
類
と
考
え
る
。
九
号
墳
の
主
体
部
は
棺
床
に
部

分
的
に
で
は
あ
る
が
粘
土
を
使
用
し
て
お
り
粘
土
榔
の
形
式
化
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
後
述
し
た
い
。

一
号
墳
に
は
円
筒
•
朝
顔
形
・
家
形
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
棺
内

に
は
五
禽
鏡
・
玉
類
・
剣
・
刀
、
棺
外
に
は
鉄
鏃
群
・
刀
・
剣
が
埋
納

さ
れ

A
1
類
で
あ
る
。
頭
部
に
推
定
さ
れ
る
部
分
に
は
水
銀
朱
の
散
布

が
認
め
ら
れ
、
九
号
墳
同
様
棺
床
に
は
部
分
的
に
粘
土
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
時
期
決
定
す
る
材
料
は
少
な
い
が
、
須
恵
器
を
副
葬
し
て
い
な
い

の
で
、
少
な
く
と
も
一
期
か
二
期
で
あ
ろ
う
。
報
告
者
も
述
べ
て
い
る

よ
う
に
五
禽
鏡
の
年
代
を
五
世
紀
中
葉
と
す
る
と
一
期
に
な
る
。
し
か

し
、
形
式
的
な
粘
土
櫛
、
円
筒
埴
輪
が
一
三
号
墳
と
よ
く
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
期
で
も
二
期
に
近
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
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西
支
群

西
支
群
に
六
基
が
築
造
さ
れ
群
中
の
過
半
を
占
め
る
。

六
号
墳
に
は
円
筒
埴
輪
列
が
巡
ら
さ
れ
、
形
象
埴
輪
も
家
形
・
蓋
形

・
胄
形
埴
輪
と
多
彩
で
あ
る
。
主
体
部
は
二
基
あ
り
、
東
主
体
部
が
竪

穴
式
石
室
、
西
主
体
部
が
木
棺
直
葬
で
あ
る
。
東
主
体
部
で
あ
る
竪
穴

式
石
室
の
床
面
長
ニ
―
二
八
セ
ン
チ
、
同
幅
六

0
l
六
六
セ
ン
チ
と
か
な

⑮
 

り
小
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
林
行
雄
氏
の
い
う

A
群
で
も
小
型
の
部

類
に
入
り
、
石
室
高
も
低
く
石
蓋
で
は
な
く
木
蓋
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
竪
穴
式
石
室
の
簡
略
形
式
で
あ
る
。
東

主
体
部
か
ら
変
形
四
獣
鏡
・
硬
玉
製
勾
玉
・
管
玉
・
形
式
不
明
の
革
綴

式
短
甲
・
大
形
武
器
・
農
工
具
等
を
出
土
す
る
A
1
類
で
あ
る
。
硬
玉

製
勾
玉
・
鋳
造
鉄
斧
と
一
見
古
相
の
副
葬
内
容
で
あ
る
。
西
主
体
部
は

滑
石
製
刀
子
形
石
製
品
・
刀
剣
・
農
工
具
等
を
出
土
す
る

C
1
類
で
あ

る。
副
葬
品
か
ら
東
西
両
主
体
部
の
先
後
関
係
を
決
定
す
る
の
は
困
難
で

あ
り
、
墳
丘
中
央
に
相
並
ん
で
埋
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
二
棺
埋
葬

は
計
画
的
で
あ
り
ほ
ぼ
同
時
築
造
と
い
え
る
。
円
筒
埴
輪
は
一
・
―
-
=
-

号
墳
同
様
、
二
次
調
整
に
ヨ
コ
ハ
ケ
を
施
し
台
形
の
凸
帯
を
有
し

W
期

の
埴
輪
で
あ
り
、
し
か
も
須
恵
器
を
埋
納
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
一
期

築
造
と
考
え
ら
れ
る
。
東
主
体
部
に
木
棺
直
葬
が
採
用
さ
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
の
に
、
竪
穴
式
石
室
と
い
う
伝
統
的
埋
葬
形
態
を
採
用
し
て

い
る
点
で
、
よ
り
首
長
墓
的
要
素
が
強
く
、
木
棺
直
葬
よ
り
も
優
越
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
西
主
体
部
は
追
葬
的
存
在
と
推
定
で
き
る
。

五
号
墳
は
円
筒
埴
輪
列
を
巡
ら
し
若
干
の
形
象
埴
輪
も
出
土
し
て
い

る
。
埋
葬
施
設
は
西
側
の
小
口
以
外
の
棺
の
三
方
及
び
棺
上
に
粘
土
を

貼
り
付
け
た
も
の
で
、
粘
土
榔
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
報
告

者
は
こ
の
形
式
を
木
棺
直
葬
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
鞍
塚
古
墳
の

よ
う
に
中
期
中
葉
の
第
一
級
古
墳
に
お
い
て
棺
の
両
小
口
に
粘
土
塊
を

置
く
簡
略
形
式
の
粘
土
榔
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
使
用
す
る
粘
土
の

量
は
少
な
い
が
棺
の
保
護
・
安
定
を
目
的
に
粘
土
を
用
い
、
同
時
代
既

に
完
成
さ
れ
た
姿
の
木
棺
直
葬
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
粘
土

榔
」
を
採
用
し
て
い
る
。
後
述
す
る
が
副
葬
品
相
に
お
い
て
も
区
別
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
輪
に
お
い
て
は
粘
土
榔
と
し
て
理
解
し
た
。
五

号
墳
は
波
文
帯
方
格
規
矩
鏡
・
変
形
四
獣
鏡
・
勾
玉
（
滑
石
製
を
含
む
）
．

滑
石
製
紡
錘
車
・
刀
・
農
工
具
等
を
副
葬
す
る

A
1
類
で
あ
る
。
鋳
上

り
の
悪
い
佑
製
鏡
で
は
あ
る
が
、
鏡
を
二
面
も
持
ち
、
群
中
で
は
唯
一

粘
土
榔
を
採
用
し
特
異
な
存
在
と
い
え
る
。
円
筒
埴
輪
は
六
号
墳
同
様

w期
の
埴
輪
で
あ
り
、
一
期
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。

四
号
墳
は
床
面
長
九

0
セ
ン
チ
、
同
幅

l--0
セ
ン
チ
の
竪
穴
式
小
石

⑯
 

室
を
採
用
し
て
い
る
。
石
室
内
は
無
遺
物
で
あ
っ
た
が
、
墓
前
祭
祀
に

使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
須
恵
器
群
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
二
期
築
造
の

C
4
類
の
古
墳
で
あ
る
。

三
号
墳
は
東
主
体
部
の
竪
穴
式
小
石
室
・
西
主
体
部
の
木
棺
直
葬
と

二
基
の
主
体
部
が
検
出
さ
れ
た
。
東
主
体
部
か
ら
は
鉄
鏃
二
本
が
出
土

し
、
西
主
体
部
か
ら
は
、
主
体
部
の
約
二
分
の
一
が
乱
掘
さ
れ
て
い
る

の
で
、
正
確
に
は
知
り
え
な
い
が
遺
物
の
出
土
状
況
か
ら
ほ
と
ん
ど
副
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葬
品
を
持
っ
て
い
な
い
と
推
定
で
き
、
と
も
に

C
3
類
で
あ
る
。
出
土

し
た
須
恵
器
よ
り
三
期
築
造
で
あ
る
。
東
主
体
部
は
墳
丘
裾
近
く
に
造

ら
れ
、
追
葬
的
存
在
で
あ
る
。

―
一
号
墳
は
西
支
群
か
ら
若
千
離
れ
て
い
る
が
、
古
墳
の
所
属
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
最
も
近
い
西
支
群
に
含
め
た
。
主
体
部
は
二
基
検

出
さ
れ
、
東
主
体
部
か
ら
轡
・
切
子
玉
・
琥
珀
玉
・
農
工
具
等
を
出
土

し
、
西
主
体
部
は
土
製
丸
玉
・
鹿
角
装
刀
子
等
を
出
土
し
て
い
る
。
須

恵
器
か
ら
両
主
体
部
と
も
三
期
以
降
の
築
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
兵
家

古
墳
群
に
お
い
て
最
後
出
の
も
の
で
あ
る
。
副
葬
品
も
や
や
貧
弱
で
そ

れ
ぞ
れ

B
2
.
B
3
類
、
東
主
体
部
に
は
馬
具
と
と
い
う
新
し
い
要
素

が
み
ら
れ
る
。
遺
物
相
か
ら
西
主
体
部
が
追
葬
的
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。

三
支
群
は
そ
れ
ぞ
れ
一
期
に
は
古
墳
営
造
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
副
葬

類
型
は

A
1
類
で
あ
る
。
支
群
中
に
あ
っ
て
は
優
れ
た
副
葬
内
容
で
あ

り
、
各
支
群
形
成
の
核
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
期
以
降
に
は

A

類
の
主
体
部
と
の
副
葬
品
の
量
的
な
差
は
大
き
く
、
ー
ニ
号
墳
で
玉
類

・
甲
冑
を
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

埴
輪
を
樹
立
す
る
古
墳
は
五
基
と
約
三
分
の
一
を
占
め
る
が
、
摂
乱

の
甚
し
い
一
三
号
墳
と
埴
輪
の
有
無
の
不
明
確
な
二
号
墳
を
除
く
と
、

ー
ニ
基
中
三
基
と
な
り
、
一
般
的
で
は
な
い
遺
物
と
い
え
る
。
三
基
は

い
ず
れ
も

A
類
で
、
築
造
時
期
も
ほ
ぼ
一
期
に
限
ら
れ
る
。
一
号
墳
の

主
体
部
に
は
水
銀
朱
の
散
布
が
認
め
ら
れ
、
五
・
六
号
墳
は
特
殊
な
埋

葬
施
設
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
首
肯
で
き
る
。
埴
輪
を
樹
立
す
る

理
由
の
―
つ
に
は
、
須
恵
器
を
用
い
た
祭
祀
を
導
入
し
盛
行
す
る
以
前

の
古
墳
で
あ
る
、
と
い
う
時
期
的
な
考
え
方
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

以
上
に
、
二
期
以
降
鏡
の
埋
納
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
兵
家
古
墳
群
に
お

い
て
埴
輪
は
特
殊
な
遺
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
社
会
的
な
考
え
方
も
可
能

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
支
群
で
は

A
1
類
以
降
C
4
類
と
続
き
、
西

支
群
で
は

C
4
.
C
3
.
B
2
類
と
続
く
。
一
期
と
二
期
と
は
副
葬
品

の
質
・
量
と
も
大
き
な
差
が
あ
る
。
一
方
北
支
群
で
は

B
1
類
と
続
き
、

二
古
期
の
間
に
は
大
き
な
格
差
は
な
い
。
南
・
西
支
群
で
は
限
ら
れ
た

人
の
み
が
埴
輪
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
社
会
的
考
え
方
が

可
能
で
あ
り
、
北
支
群
で
は
反
対
に
時
間
的
な
考
え
方
が
妥
当
で
あ
ろ

よノ

追
葬
は
西
支
群
の
六
基
中
三
基
に
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
兵
家
古

墳
群
よ
り
も
若
干
新
し
い
石
光
山
古
墳
群
の
追
葬
の
在
り
方
は
、
一
次

埋
葬
が
木
棺
直
葬
の
場
合
追
葬
も
木
棺
直
葬
と
い
う
例
は
少
な
く
、
大

部
分
が
竪
穴
式
小
石
室
・
土
器
棺
・
埴
輪
棺
で
あ
っ
て
、
そ
の
埋
葬
位

置
も
墳
丘
裾
に
多
く
、
副
葬
類
型
は

C
4
類
が
多
い
。
初
葬
者
と
追
葬

者
と
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

一
方
兵
家
古
墳
群
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
三
号
墳
の
追
葬
主

体
部
で
あ
る
竪
穴
式
小
石
室
は
初
葬
の
木
棺
直
葬
と
同
様

C
3
類
と
遺

物
出
土
量
は
同
程
度
で
、
ほ
ぼ
同
時
築
造
で
あ
る
。
六
号
墳
も
前
述
し

た
よ
う
に
極
端
に
見
劣
り
す
る
追
葬
墳
で
は
な
い
。
―
一
号
墳
も
基
本

的
に
同
傾
向
を
示
す
。
若
千
他
と
異
な
る
点
は
、
第
一
主
体
部
は
琥
珀

玉
•
水
晶
製
切
子
玉
を
有
す
る
が
、
第
二
主
体
部
は
土
製
丸
玉
を
有
す

る
点
で
あ
る
。
前
者
は
玉
造
り
集
団
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、
特
別
に
入
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⑲
 

的
場
池
古
墳
群
は
兵
家
古
壊
群
の
北
側
に
あ
り
、
兵
家
古
墳
群
に
含

め
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
述
す
る
が
古
墳
の

四

手
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
玉
類
で
あ
る
が
、
後
者
は
い
わ
ば
各
個
人
が

製
作
で
き
る
玉
類
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
少
な
か
ら
ず
の
差
が
認
め

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
兵
家
古
墳
群
で
は
追
葬
が
初
葬
よ
り
も
若
干
劣
る

存
在
で
あ
る
が
、
石
光
山
古
墳
群
の
よ
う
に
極
端
に
劣
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
も
、
そ
の
築
造
期
は
初
葬
の
そ
れ
と
き
わ
め
て
近
い
。
兵
家

古
墳
群
の
築
造
過
程
は
第
二
表
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

北
支
群
は
一
三
↓
―
二
号
墳
・
南
支
群
は
一
↓
九
↓
二
号
墳
と
単
純

に
継
起
し
、
各
時
期
を
二
五

l
-
―1
0年
に
考
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
一
世
代
一

墳
と
な
り
、
―
つ
の
流
れ
で
把
握
で
き
る
。
西
支
群
で
は
若
干
複
雑
な

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
し
た
群
中
に
お
け
る

A
1
類

の
優
越
性
と
、

A
1
類
墳
が
同
時
期
に
二
基
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

二
つ
の
「
小
集
団
」
に
よ
る
築
造
の
流
れ
の
存
在
が
仮
定
で
き
る
。

八
号
墳
は
群
中
に
お
い
て
独
立
的
立
地
を
示
し
て
い
る
。
発
掘
調
査

が
お
乙
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
二
塚
古
墳
後
円

部
と
ほ
ぼ
同
じ
形
状
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
本
墳
も
横
穴
式
石
室
を
内

部
主
体
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
畿
内
へ
の
横
穴
式
石
室
の
本
格

⑱
 

的
な
導
入
時
期
が
五
世
紀
後
半
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
八
号

墳
は
二
期
以
降
の
築
造
で
あ
ろ
う
。

的
場
池
古
墳
群
の
検
討

東
支
群

在
り
方
が
大
き
く
異
な
る
の
で
、
一
古
墳
群
と
し
て
扱
っ
た
。

的
場
池
古
墳
群
は
一
尾
根
上
に
位
置
し
、
一
見
一
支
群
の
在
り
方
を

示
す
。
主
脈
に
立
地
す
る
七
・
八
号
墳
お
よ
び
分
岐
派
生
す
る
北
側
尾

根
に
立
地
す
る
六
・
九
号
墳
と
、
小
支
脈
上
の
一
ー
五
号
墳
と
の
間
が
、

群
中
の
古
墳
間
よ
り
も
若
干
広
く
開
い
て
お
り
、
そ
こ
に
支
群
の
境
界

を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
ー
五
号
墳
を
東
支
群
、

六

l
九
号
墳
を
西
支
群
と
し
て
理
解
し
た
い
。
な
お
、
七
世
紀
築
造
の

1
 

O
 ・
―
一
号
墳
は
除
外
し
た
。

一
期
に
四
号
墳
、
二
期
に
ニ
・
―
―
一
号
墳
、
三
期
に
一
・
五
号
墳
が
築

造
さ
れ
て
い
る
。

四
号
墳
は
一
辺
九
メ
ー
ト
ル
の
方
形
墳
で
あ
る
。
副
葬
品
を
全
く
保

有
せ
ず

C
4
類
で
あ
る
。
墳
丘
区
画
溝
か
ら
円
筒
埴
輪
棺
が
出
土
し
、

棺
内
に
は
滑
石
製
勾
玉
が
一
個
出
土
し

B
4
類
で
あ
る
。
円
筒
埴
輪
は

通
有
の
も
の
で
あ
る
が
、
七
号
墳
出
土
埴
輪
に
類
似
し
転
用
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

二
号
墳
は
円
筒
埴
輪
の
樹
立
が
推
定
さ
れ
な
が
ら
埋
葬
主
体
が
な
い
。

埴
輪
の
出
土
個
体
数
が
器
高
五

0
セ
ン
チ
以
上
も
あ
る
中
型
の
埴
輪
と

し
て
は
少
な
く
、
埴
輪
列
を
成
し
て
い
た
か
疑
問
で
あ
る
。

三
号
墳
は
主
体
部
が
二
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。
東
主
体
部
に
は
直
径

六
セ
ン
チ
の
変
型
四
獣
鏡
と
鎌
が
副
葬
さ
れ
、

A
3
類
の
粘
土
椰
の
簡

略
形
式
の
主
体
部
で
あ
る
。
西
主
体
部
に
は
直
径
八
セ
ン
チ
の
八
乳
鏡

が
副
葬
さ
れ
、

A
4
類
の
粘
土
榔
の
簡
略
形
式
で
あ
る
。
墓
城
の
重
複
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第3図 的場池古墳群測凪図
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第2表的場池古墳群群構成

沿 西 東

1 10c4 80釦
4□C4 ． 

A.B.-83 

2 ,o釦
30A4 2□? 

3 &〇？ 10恥 5Oc4 

品 ／一墳形

『-10A1ー副 葬類 型 A.B.・・・追葬

1 期 11 2 期

゜ヽ. 
3 期

◇ II も● 

゜
゜

o. 
o II ． ． 
01 ． ． 

〇 新しく築造された古墳

● 既に築造された古墳 ゜
50 

m 

第4図 的場池古墳群の築造過程
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一
期
に
七
・
八
号
墳
、
二
期
に
九
号
墳
、
三
期
に
六
号
墳
が
築
造
さ

れ
て
い
る
。
東
支
群
よ
り
も
ひ
と
ま
わ
り
墳
丘
規
模
が
大
き
い
。

七
号
墳
は
粘
土
梯
の
簡
略
形
式
の
主
体
部
で
埴
輪
を
有
し
て
い
る
。

椰
内
は
全
く
攪
乱
を
被
っ
て
は
い
な
い
が
無
遺
物
の

C
4
類
で
あ
る
。

棺
底
か
ら
ベ
ン
ガ
ラ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

八
号
墳
は
群
中
で
唯
一
葺
石
を
有
す
る
。
粘
土
梱
の
内
に
は
玉
類
・

銅
釧
・
剣
が
あ
る

B
2
類
で
あ
る
。
群
中
で
最
も
豊
か
な
副
葬
品
を
有

す
る
。九

号
墳
の
立
地
条
件
は
極
め
て
悪
く
、
そ
の
た
め
直
径
八
メ
ー
ト
ル

西
支
群

関
係
か
ら
東
主
体
部
が
先
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
東
主
体
部
の

粘
土
椰
は
西
主
体
部
と
異
な
り
、
棺
の
周
囲
に
ま
ば
ら
に
粘
土
塊
を
置

く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
号
墳
は
、
木
棺
の
南
側
の
小
口
に
石
を
数
個
重
ね
る
と
い
う
特
異

な
構
造
の
古
墳
で
あ
る
。
棺
内
か
ら
太
手
の
金
環
が
一
対
装
着
状
態
で

出
土
し
、

B
4
類
で
あ
る
。
須
恵
器
は

m型
式
前
半
の
も
の
で
あ
る
が
、

出
土
埴
輪
は
外
面
ョ
コ
ハ
ケ
調
整
が
施
さ
れ
た
中
期
的
埴
輪
で
あ
る
の

で
、
両
者
の
間
に
は
年
代
的
矛
盾
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
墓
堀
内
に

埴
輪
片
が
散
乱
し
て
い
る
。
報
告
者
も
推
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
古
墳

の
再
利
用
が
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

五
号
墳
は
竪
穴
式
小
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
。
石
室
内
に
は
ま
ば

ら
に
石
を
敷
い
て
い
る
。
無
遺
物
の

C
4
類
で
あ
る
が
、
天
井
石
を
架

す
る
側
石
・
小
口
石
上
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
が
帯
状
に
塗
ら
れ
て
い
る
。

と
小
規
模
で
あ
る
。
粘
土
椰
の
内
に
は
滑
石
製
勾
玉
と
剣
を
埋
納
す
る

B
2
類
で
あ
る
。
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
二
期
築
造
と

推
定
し
た
い
。
‘

六
号
墳
は
最
大
規
模
の
古
墳
で
あ
る
が
、
盗
掘
に
よ
っ
て
内
部
構
造

・
副
葬
類
型
は
不
明
で
あ
る
。
出
土
須
恵
器
は

m型
式
前
ー
中
を
示
し
、

若
干
降
る
可
能
性
が
あ
る
。

総
体
的
に
、
的
場
池
古
墳
群
は
副
葬
品
の
量
が
少
な
く
、
そ
の
質
も

兵
家
古
墳
群
よ
り
も
劣
る
。
東
支
群
で
は
「
鏡
」
埋
納
と
い
う
わ
ず
か

に
優
る
内
容
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
が
、
三
号
墳
も
含
め
て
す
べ
て

3
.

4
類
と
い
う
非
常
に
貧
弱
な
内
容
で
あ
る
。
一
方
、
円
筒
埴
輪
が
四
基

あ
り
、
兵
家
古
墳
群
に
お
け
る
円
筒
埴
輪
の
在
り
方
と
異
る
。
三
•
四

号
墳
で
追
葬
が
み
ら
れ
る
が
、
初
葬
と
追
葬
の
差
は
見
ら
れ
ず
ほ
ぼ
同

等
の
内
容
を
示
し
、
木
棺
直
葬
と
他
の
葬
法
と
の
差
、
お
よ
び
初
葬
と

追
葬
の
差
は
極
め
て
少
な
い
。
西
支
群
で
は
、
八
号
墳
に
副
葬
品
が
集

中
す
る
ほ
か
は
東
支
群
と
同
様
に
貧
弱
な
副
葬
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
古
墳
が
埴
輪
を
持
ち
粘
土
榔
を
採
用
し
墳
丘
規
模
も
東
支

群
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
西
支
群
の
方
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

西
支
群
の
七
・
九
号
墳
は
注
目
で
き
る
。
七
号
墳
は
円
筒
・
形
象
埴

輪
、
粘
土
椰
、
ベ
ン
ガ
ラ
と
い
う
八
号
墳
に
共
通
す
る
要
素
を
持
ち
な

が
ら
、

C
4
類
で
あ
る
。
し
か
も
、
両
者
の
間
に
は
墳
丘
規
模
・
立
地

に
お
い
て
差
異
を
見
い
出
し
が
た
い
。
八
号
墳
が

B
2
類
で
あ
る
の
で
、

七
号
墳
の

C
4
類
は
社
会
的
な
背
景
と
し
て
、
副
葬
す
る
「
物
」
を
持
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第
3
表

兵
家

・
的

場
池

古
墳

群
一

覧
表

古
墳

1（墳規
形模）

外
部

施
設

I
主

体
部

I
主

体
部

出
土

遣
物

1
時

期
1
類

型
備

考

兵
家

1
号
墳

円
(16)

埴
輪

木
棺
直
葬

五20禽以鏡上
(
1

）
)
・
勾
玉

(
2
)
・
ガ
ラ
ス
玉

(99)
・剣

(
2
)
・刀

(
3
)
・
刀
子

(
1
)
・
鉄
鏃

(1
1
 

A
l

 
水

銀
朱

使
用

2
号
墳

?
(
?
)
 
埴

輪
木
棺
直
葬

3
 

？
 

3
号
墳

円
（
？
）

竪
穴
式
小
石
室

鉄
鏃

3
 

C
3

 

木
棺
直
葬

（
鉄
鏃
・
鎌
）

3
 

C
3

 

4
号
墳

方
(
9
)

竪
穴
式
小
石
室

2
 

C
4

 

5
号
墳

円
(
9
)

埴
輪

粘
土

椰
変臼形玉(四1獣71鏡)•(石1製)紡・方錘格車規・矩刀鏡(1(1)・)刀・勾子玉(1()9・)斧・管(1玉)(・5鎌0)(・3ガ)

ラ
ス
玉

(
3
)
・

1
 

A
l

 

6
号
墳

方
(13)

埴
輪

竪
穴
式
石
室

変・刀形（四獣）・鏡鋳造(
1鉄)斧・勾（玉(）・

6鉄)鏃・管（玉(）
41斧)・ガ）ラ・ス玉(（

71)）・鉾臼玉(1(16・8短2)甲・剣
(
4
)

1
 

1
 

11・ 
(
1
 

刀
子

2
.

)
 

1
 

A
l

 

木
棺
直
葬

石
製
刀
子

(10)
・剣

(
1
)
・刀

(
3
)
・
鉄
鏃
(18)

・
刀
子

(
2
)
・
ノ
ミ

(
2
)
・斧

(
2
)

1
~
2
 

C
l

 
7
号
墳

円
(
8
)

？
 

3
 

主
体

部
流

失

9
号
墳

方
(
8
)

木
棺
直
葬

2
 

C
4

?
 

10
号
墳

？
 

古
墳
か
(
?
)

11
号
墳

？
 

木
棺
直
葬
（
東
）

切
子
玉

(12)
・
琥
珀
玉

(12)
・
ガ
ラ
ス
玉

(61)
・轡

(
1
)
・斧

(
1
)
・
鉄
鏃
(
7
)

3
 

B
2

 

木
棺
直
葬
（
西
）

土
玉

(63)
・
鹿
角
装
刀
子

(
1
)
・
刀
子

(
1
)
・
鉄
鏃

(
5
)

3
 

B
3

 

12号
墳

円
埴

輪
木
棺
直
葬

管 (
1玉)(・

11刀)子・ガ(
1ラ)ス・斧玉

((248))・鉄・砥鏃石
(4(15)

)
・
甲
・
冑
・
付
属
具
・
剣

(
2
)
・錐

(
2
)
・鎌．

2
 

B
l

 

13号
墳

1
 

主
体

部
流

失

的
場
池

1
号
墳

円
(
8
)

埴
輪

木
棺
直
葬

金
環
(
2
)

3
 

B
3

 

2
号
墳

方
(11)

埴
輪

1
~
2
 

3
号
墳

円
(
9
)

粘
土
椰
（
東
）

変
形
四
獣
鏡

(
1
)
・鎌

(
1
)

2
 

A
3

 

粘
土
椰
（
西
）

八
乳
鏡

2
 

A
4

 

4
号
墳

方
(
9
)

木
棺
直
葬

1
 

C
4

 

円
筒
埴
輪
棺

勾
玉

(
1
)

1
 

B
4

 

5
号
墳

円
(11)

竪
穴
式
小
石
室

2
~
3
?
 
C

4
 

丹
使

用

6
号
墳

円
(16)

形
象

埴
輪

3
 

7
号
墳

円
(15)

埴
輪

粘
土

椰
1
 

C
4

 
丹

8
号
墳

円
(15)

埴
輪
・
葺
石

粘
土

櫛
勾
玉
(
4
)
•
管
玉

(23)
・
ガ
ラ
ス
玉

(21)•
臼
玉

(767)
・
銅
釧
(
1
)
・
剣
(
1
)

1
 

B
2

 
丹

9
号
墳

円
(
8
)

粘
土

櫛
玉
(
1
)
・剣

(
1
)

2
 

B
2

 



て
な
か
っ
た
人
の
墓
で
は
な
い
。
九
号
墳
は
、
他
に
立
地
条
件
の
よ
り

良
い
場
所
が
あ
る
の
に
、
ま
た
他
の
場
所
で
の
築
造
の
時
間
的
余
裕
も

少
な
か
ら
ず
あ
る
の
に
、
劣
悪
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。
副
葬
品
の

量
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も

B
2
類
で
あ
る
。
た
だ
、
七
、
八
号
墳
に

比
べ
て
粘
土
の
置
き
方
が
粗
く
、
手
抜
き
の
感
が
あ
る
。
他
古
墳
の
被

葬
者
よ
り
も
社
会
的
に
劣
っ
た
人
の
墳
墓
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
的
場
池
古
墳
群
で
出
土
し
た
宝
器
的
・
政
治
的
性
格
の
強
い

遺
物
は
、
三
号
墳
の
鏡
二
面
と
八
号
墳
の
銅
釧
で
あ
ろ
う
。
鏡
は
小
型

品
で
鋳
上
り
の
悪
い
も
の
で
あ
る
。
銅
釧
も
中
級
品
で
、
他
古
墳
に
比

怠

ベ
見
劣
り
す
る
。
今
田
一
号
墳
て
は
甲
冑
、
今
田
二
号
墳
で
は
滑
石
製

模
造
品
、
慈
恩
寺
一
号
墳
で
は
装
飾
付
銀
製
空
勾
玉
、
あ
る
い
は
新
沢

千
塚
古
墳
群
出
土
の
宝
器
類
な
ど
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
小
形
古
墳
の
方
が

優
れ
た
遺
物
を
出
土
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
古
墳
群
で
は
主

体
部
間
の
副
葬
品
の
優
劣
の
差
は
大
き
い
。

的
場
池
古
墳
群
に
も
そ
の
差
は
あ
る
。
た
と
え
ば
三
・
八
号
墳
と
他

の
古
墳
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
差
は
非
常
に
不
明
瞭
で
、
三
•
四

号
墳
の
よ
う
に
追
葬
の
方
が
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
多
く
副
葬
品

を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
恒
常
的
な
副
葬
行
為
が
不
可
能
で
あ
っ

た
と
理
解
で
き
、
被
葬
者
へ
の
恒
常
的
な
物
資
の
配
布
、
供
給
を
受
け

る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
当
然
、
薄
葬
指
向
の
強
い
集

団
の
墳
墓
で
あ
っ
た
、
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
八
号
墳
の

副
葬
量
は
少
な
く
な
く
薄
葬
の
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
七
号
墳
の

C
4

類
も
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
A
1
l
C
1
類
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
畿
内
（
特
に
大
和

•
河
内
）
の
首
長
墳
の
副
葬
類
型
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
期
古
墳
で

は
桜
井
市
茶
臼
山
古
墳
・
茨
木
市
紫
金
山
古
墳
・
桜
井
市
メ
ス
リ
山
古

墳
・
奈
良
市
マ
エ
塚
古
墳
・
同
市
富
雄
丸
山
古
墳
・
宝
塚
市
万
頼
山
古

墳
を
は
じ
め
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
首
長
墳
は

A
1
類
で
あ
る
。
ほ
ぼ

⑳
 

同
時
期
で
あ
る
天
理
市
上
殿
古
墳
は
直
径
―
ニ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、

方
形
板
革
綴
式
短
甲
二
領
を
含
む
多
く
の
武
器
を
出
土
す
る

B
1
類
の

⑭
 

古
墳
で
あ
る
。
一
方
、
高
市
郡
高
取
町
タ
ニ
グ
チ
一
号
墳
は
直
径
二
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
吾
作
銘
二
神
四
獣
鏡
・
方
形
板
革
綴
式
短
甲
等

を
出
土
す
る

A
1
類
の
古
墳
で
あ
る
。
タ
ニ
グ
チ
一
号
墳
が
位
置
す
る

巨
勢
谷
に
は
顕
著
な
前
期
古
墳
が
な
い
の
で
、
本
墳
は
巨
勢
谷
地
域
に

お
け
る
ひ
と
つ
の
首
長
墳
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
上
殿
古
墳
の
付

近
に
は
東
大
寺
山
古
墳
・
和
爾
下
神
社
古
墳
な
ど
の
首
長
墳
が
存
在
す

る
の
で
、
本
墳
を
首
長
墳
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
り
、
社
会
的
に
一

五 し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
主
体
部
が

3
.
4
類
と
い
う
清
水
谷
古

⑪
 

墳
群
の
様
相
と
類
似
し
て
い
る
。
副
葬
品
量
の
多
寡
が
被
葬
者
の
社
会

的
、
経
済
的
地
位
を
反
映
す
る
と
い
う
本
論
の
前
提
に
立
つ
限
り
、
的

＠
 

場
池
古
墳
群
や
清
水
谷
古
墳
群
な
ど
は
、
新
沢
千
塚
古
墳
群
、
兵
家
古

墳
群
な
ど
よ
り
も
下
位
の
劣
っ
た
築
造
集
団
と
い
え
ス
・
。
そ
の
集
団
内

に
お
い
て
も
東
支
群
と
西
支
群
に
み
ら
れ
る
差
異
が
あ
る
。

群
集
墳
と
首
長
墳
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段
下
の
古
墳
で
あ
ろ
う
。

あ
る
。中

期
前
半
の
古
墳
で
は
、
豊
中
市
桜
塚
古
墳
群
中
の
大
塚
古
墳
第
二

主
体
部
・
藤
井
寺
市
楯
塚
古
墳
後
円
部
主
体
部
・
和
泉
市
黄
金
塚
古
墳

東
・
西
椰
を
は
じ
め
と
し
て
ほ
と
ん
ど

A
1
類
墳
で
あ
る
。
中
期
後
半

か
ら
後
期
前
半
の
古
墳
で
は
、
枚
岡
市
芝
山
古
墳
・
高
石
市
富
木
車
塚

古
墳
後
円
部
第
一
主
体
部
・
塚
山
古
墳
な
ど
は

B
1
類
墳
で
あ
る
が
、

藤
井
寺
市
長
持
山
古
墳
や
滋
賀
県
高
鳥
郡
鴨
稲
荷
古
墳
な
ど
で
は

A
1

類
に
分
類
で
き
る
。
前
期
と
同
じ
よ
う
に

A
1
.
B
1
類
墳
が
混
在
す

る
様
相
で
あ
る
。
後
期
に
至
り
、
鏡
を
好
み
副
葬
す
る
風
習
が
衰
え
る

傾
向
に
あ
り
、
多
く
の
首
長
墳
の
副
葬
類
型
は

B
1
類
と
な
る
が
、
烏

土
塚
古
墳
の
よ
う
に

A
1
類
も
存
在
す
る
。
中
期
古
墳
の

A
1
類
と

B

1
類
の
差
は

B
1
類
墳
の
調
査
例
が
少
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

前
期
と
後
期
の
中
間
的
様
相
を
推
定
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
首
長
墳
を
一
系
列
に
追
求
で
送
る
桜
塚
古
墳
群
東
群
で

は
、
大
塚
・
狐
塚
・
南
天
平
塚
の
諸
古
墳
は
各
々

A
1
類
で

B
1
類
の

主
体
部
は
存
在
し
な
い
。
一
方
、
社
会
構
造
が
最
も
複
雑
と
思
わ
れ
る

古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群
で
は
、
大
型
墳
の
周
囲
に
散
在
す
る
中
型
墳
あ

る
い
は
陪
塚
に

B
1
類
が
み
ら
れ
る
。
陪
塚
と
考
え
ら
れ
る
古
墳
が
ほ

⑮
 

と
ん
ど
見
当
ら
な
い
馬
見
古
墳
群
で
は
、
城
山
二
号
壊
・
於
古
墳
な
ど

⑮
 

小
型
主
墳
に
み
ら
れ
、
そ
の
古
墳
の
絶
対
数
も
古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群

よ
り
も
少
な
い
。

B
1
類
は

A
1
類
よ
り
劣
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
そ
の
社
会
的
位
置
付
け
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
野
中

つ
ま
り
、

A
1
類
墳
は
基
本
的
に
首
長
墳
で

古
墳
の

B
1
類
と
城
山
二
号
墳
の

B
1
類
が
同
じ
性
格
を
持
つ
被
葬
者

で
あ
る
、
と
考
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
両
者
の
古
墳
を
総
合
的
に
把

え
、
相
対
的
な
上
・
下
の
序
列
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
よ
り
、
兵
家
古
墳
群
の

A
1
類
墳
は
本
質
的
に
首
長
墳
と
し
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
時
期
的
に
―
二
号
墳
も
A
1
類
と
同
等
の
扱
い
が

で
き
る
）
。

大
型
古
墳
と
小
型
古
墳
の
間
に
は
墳
丘
規
模
・
埋
葬
施
設
な
ど
の
古

墳
造
営
に
注
ぐ
労
働
力
に
歴
然
と
し
た
隔
差
が
あ
り
、
遺
物
出
土
量
に

お
い
て
も
明
瞭
な
差
が
あ
る
の
で
、
両
者
が
全
く
同
一
の
性
格
を
持
っ

て
い
る
訳
で
は
な
い
。
甲
冑
・
武
器
・
農
工
具
な
ど
の
大
分
類
に
お
い

て
両
者
が
あ
て
は
ま
っ
て
も
、
よ
り
細
か
い
分
類
で
あ
る
個
々
の
副
葬

品
の
種
類
や
、
そ
の
量
で
異
な
っ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

―
つ
に
は
、
自
給
不
可
能
の
物
資
の
配
布
を
受
け
た
り
、
入
手
で
き

る
経
路
を
首
長
と
同
様
確
保
し
て
い
た
が
、
配
布
・
入
手
頻
度
が
首
長

よ
り
も
少
な
く
恒
常
的
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
副
葬
品
の
種
類
・
量
を
制
限
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

も
う
―
つ
は
、
よ
り
上
位
の
階
層
に
位
置
す
る
首
長
か
ら
の
再
分
配
、

あ
る
い
は
再
々
分
配
の
結
果
、
必
然
的
に
配
布
量
が
下
位
の
人
々
に
い

く
ほ
ど
少
な
く
な
る
の
で
、
群
集
墳
中
の

A
1
類
被
葬
者
が
制
限
さ
れ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
解
釈
の
上
に
立
つ
と
、
中
央
政
権
の
群

集
墳
A
1
類
被
葬
者
へ
の
直
接
支
配
と
い
う
歴
史
的
意
義
が
与
え
ら
れ
、

後
者
は
豪
族
に
よ
る
在
地
支
配
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
早
急
に
解
決
で
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き
る
問
題
で
は
な
い
の
で
、
次
に
葛
城
山
東
麓
域
の
群
集
墳
と
首
長
墳

の
関
わ
り
を
考
察
し
、
改
め
て
考
え
た
い
。

葛
城
山
東
麓
域
は
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
群
集
墳
(
a
l
d

群
）
と
散
在
す
る
首
長
墳
が
混
在
し
て
い
る
。

＠
 

中
期
初
頭
に
室
大
墓
古
墳
が
造
ら
れ
た
。
全
長
二
四

0
メ
ー
ト
ル
の

巨
大
古
墳
の
内
部
施
設
は
簡
略
化
さ
れ
た
竪
穴
式
石
室
と
そ
の
内
部
に

は
整
美
な
長
持
形
石
棺
で
あ
る
。
三
角
緑
唐
草
文
帯
天
王
日
月
二
神
二

獣
鏡
を
出
土
し
て
い
る
。
若
千
遅
れ
て
液
上
錮
子
塚
古
墳
で
あ
る
。
巨

勢
谷
地
域
の
古
墳
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑱
 

新
庄
屋
敷
山
古
墳
は
全
長
一
四

0
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
周
濠
を
め
ぐ

ら
し
、
室
大
墓
に
次
ぐ
墳
丘
規
模
で
あ
る
。
中
・
近
世
の
砦
と
し
て
利

用
さ
れ
た
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
土
埴
輪
は
川
西
編
年
の

N

期
で
あ
る
。
長
持
形
石
棺
も
久
津
川
車
塚
古
墳
の
石
棺
に
類
似
し
、
年

金

代
的
に
近
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
期
末
に
は
飯
豊
陵
古
墳
が
造
ら

れ
た
こ
と
が
出
土
埴
輪
か
ら
わ
か
る
。
後
期
に
は
二
塚
古
墳
•
平
林
古

墳
・
神
明
神
社
古
墳
が
あ
る
。

以
上
の
首
長
墳
は
古
墳
群
を
形
成
し
な
い
。
室
大
墓
↓
（
神
塚
古
墳
）

↓
新
庄
屋
敷
山
古
墳
↓
飯
豊
陵
古
墳
↓
二
塚
古
墳
↓
平
林
古
墳
↓
〇
↓

神
明
神
社
古
墳
と
い
う
系
譜
が
想
定
で
き
る
。
新
庄
屋
敷
山
古
墳
以
降

の
古
墳
が
葛
城
山
麓
丘
陵
上
に
位
置
す
る
の
に
対
し
、
室
大
墓
は
巨
勢

山
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
巨
勢
谷
の
古
墳
と
の
関
連
が
注
意
で
き
る
。

東
麓
域
の
群
集
墳
を
地
理
的
に

a
i
b
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

a
群
は
兵
家
古
墳
群
・
的
場
池
古
墳
群
・
（
竹
内
古
墳
群
）
、

b
群
は
弥
宮
ケ
池
北
古
墳
群
・
寺
口
和
田
古
墳
群
・
寺
口
千
塚
古
墳
群
、

c

群
は
火
野
谷
山
古
墳
群
•
平
岡
西
方
古
墳
群
・
笛
吹
古
墳
群
・
山
口

千
塚
古
墳
群
、

d
群
は
石
川
古
墳
群
・
吐
田
平
古
墳
群
・
一
言
主
神
社

西
方
古
墳
群
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
石
光
山
古
墳
群
は
山
麓
か
ら

離
れ
た
独
立
丘
陵
上
に
位
置
し
、
石
光
山
古
墳
群
自
体
自
己
完
結
的
様

相
が
あ
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
除
外
し
た
。

a
群
中
に
は
塚
畑
古
墳
（
前
方
後
円
・
七
0
メ
ー
ト
ル
）
・
鍋
塚
古
墳
（
円

•
四
0
メ
ー
ト
ル
）
・
芝
塚
古
墳
（
円
・
三

0
メ
ー
ト
ル
）
•
宮
谷
山
古
墳
（
前

方
後
円
•
四
五
メ
ー
ト
ル
）
お
よ
び
兵
家
八
号
墳
の
中
型
古
墳
が
存
在
し

⑲

⑲

 

て
い
る
。
塚
畑
古
墳
・
鍋
塚
古
墳
は
円
筒
埴
輪
を
出
土
し
、
兵
家
八
号

墳
を
除
き
、
他
の
四
古
墳
は
低
平
な
墳
丘
を
有
し
竪
穴
系
の
埋
葬
施
設

⑲
 

が
考
え
ら
れ
る
。
宮
谷
山
古
墳
は
葺
石
を
有
し
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。

埴
輪
の
凸
帯
は
鋭
く
、
外
面
調
整
か
ら
前
期
末
葉
に
位
置
付
け
さ
れ
て

い
る
。
兵
家
八
号
墳
は
前
述
し
た
よ
う
に
後
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
中
形
古
墳
は
兵
家
・
的
場
池
古
墳
群
に
先
行
し
、
群
形
成
が
六
世
紀

前
半
に
は
中
型
古
墳
も
消
滅
し
、
中
型
古
墳
と
群
集
墳
の
消
長
と
が
ほ

ぼ
一
致
す
る
。

b
群
中
に
は
小
山
古
墳
（
前
方
後
円
・
三
五
メ
ー
ト
ル
）
・
寺
口
和
田
一

三
号
墳
（
円
•
五0
メ
ー
ト
ル
）
の
中
型
古
墳
が
あ
る
。
寺
口
和
田
一
三
号

⑳

⑲

 

墳
は
完
全
な
盗
掘
に
よ
り
内
容
不
明
で
あ
る
。
小
山
古
墳
は
変
形
四
獣

鏡
・
瑯
瑞
製
勾
玉
な
ど
を
出
土
し
中
期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。
中
型

古
墳
と
し
て
二
古
墳
を
あ
げ
た
が
、

a
群
ほ
ど
明
瞭
に
そ
れ
を
把
握
し

が
た
い
。
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第 5図 葛城山東麓古墳分布図

1鍋塚古墳

2塚畑古墳

3宮谷山古墳

4芝塚古墳

5平林古墳

6小山古墳

7二塚古培

8神明神社古墳

9新庄屋敷山古墳

10飯豊陵古墳

11神塚古墳

12室大墓

13ネコ塚古墳

14みやす塚古墳

15竹内古墳群

16的場池古墳群

17兵家古墳群

18弥宮ケ池北古墳群

19寺口千塚古墳群

20寺口和田古墳群

21火野谷山古墳群

22平岡西方古墳群

23山口千塚古墳群

24笛吹古培群

25石川古墳群

26石光山古墳群

27吐田平古培群

28一言主神社西方古墳群

29巨勢山古墳群



頌

寺
口
和
田
古
墳
群
と
弥
宮
ケ
池
北
古
墳
群
は
初
期
群
集
墳
的
様
相
が

⑮
 

認
め
ら
れ
、
木
棺
直
葬
墳
が
中
心
で
あ
る
。
寺
口
和
田
一
号
墳
は
墳
頂

．
墳
丘
裾
に
二
重
の
円
筒
埴
輪
列
を
有
し
粘
土
椰
を
採
用
し
て
い
る
。

変
形
獣
形
鏡
・
碧
玉
製
合
子
・
臼
玉
等
を
出
土
し
、
中
期
初
頭
に
位
置

付
け
ら
れ
る
。
ま
た
寺
ロ
一
六
号
墳
な
ど
の
小
型
前
方
後
円
墳
も
群
中

に
存
在
し
、
群
集
墳
を
構
成
す
る
古
墳
と
中
型
主
墳
の
区
別
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
首
長
墳
と
群
集
墳
の
中
間
的
存
在
で
あ
る

中
型
古
墳
の
被
葬
者
が
群
集
墳
造
営
集
団
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
、
中
型
古
墳
は
群
集
墳
築
造
集
団
内
の
階
層
差
を
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
石
光
山
古
墳
群
・

新
沢
千
塚
古
墳
群
な
ど
の
様
相
か
ら
、
群
形
成
の
核
と
な
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

b
群
は
中
期
初
頭
か
ら
後
期
末
に
い
た
る
ま
で
古
墳
が
造
ら

れ、

a
群
と
は
異
な
る
。

c
群
．

d
群
は
、
と
も
に
横
穴
式
石
室
墳
を
主
体
と
し
、

a
.
b
群

よ
り
も
築
造
開
始
時
期
が
若
干
遅
れ
る
。

a
群
の
よ
う
に
独
立
立
地
を

示
す
中
型
古
墳
は
存
在
せ
ず
、

b
群
の
よ
う
に
群
中
に
中
型
古
墳
が
あ

＠
 

る
。
火
野
谷
山
二
号
嗅
笛
吹
神
社
古
墳
な
ど
で
あ
る
。
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
た
の
は
、
火
野
谷
山
古
墳
群
中
五
基
、
笛
吹
古
墳
群
中
一
五

基
、
吐
田
平
古
墳
群
中
四
基
と
わ
ず
か
で
あ
る
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ

る。

⑲
 

笛
吹
•
山
口
古
墳
群
に
は
泉
森
絞
・
菅
谷
文
則
再
氏
の
論
考
が
あ
る
。

こ
の
古
墳
群
の
営
造
活
動
は
安
定
し
て
い
る
の
で
、
「
多
数
の
機
能
集

団
の
複
合
体
で
あ
る
墓
制
集
団
：
・
（
中
略
）
・
・
・
一
種
の
合
議
体
的
で
あ
っ

た
」
と
さ
れ
、
共
同
体
的
独
立
性
が
高
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
古
墳

営
造
行
為
自
体
非
常
に
政
治
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
「
外
部

的
圧
力
」
な
ど
の
抽
象
語
の
概
念
規
定
に
不
明
瞭
な
点
が
あ
る
。
造
墓

行
為
な
ど
の
群
集
墳
の
内
包
す
る
問
題
を
す
べ
て
集
団
内
で
処
理
す
る

に
は
、
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

a
群
内
に
お
い
て
中
型
古
墳
が
存
在
す
る
一
方
、
兵
家
古
墳
群
内
に

も
A
1
類
墳
と
そ
れ
以
外
の
古
墳
の
区
別
が
あ
る
。
中
型
古
墳
で
あ
る

兵
家
八
号
墳
は
支
群
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

A
1
類
墳
は
支
群

を
各
々
形
成
し
て
い
る
。
後
期
以
降
、
群
集
墳
の
築
造
が
竹
内
古
墳
群

を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
中
型
古
墳
が
無
い
と
い

う
こ
と
は
、
兵
家
古
墳
群
等
と
社
会
構
造
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
兵
家
古
墳
群
の

A
1
類
墳
は
支
群
形
成
の
築
造
契
機
と

し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
各
々
ニ
ー
三
基
の
古
墳
を
築
造
し
、

A
1
類
墳
が
集
団
に
対
す
る
優
越
性
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
集
団
か
ら
脱

出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
看
取
で
苔
る
。
中
型
古
墳
の
副
葬
内
容
が
不

明
な
の
で
副
葬
品
の
対
比
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
中
型
古
墳
と

A
1
類

と
の
間
の
労
働
力
の
差
は
、

A
1
類
墳
と
そ
れ
以
外
の
小
型
古
墳
と
の

間
の
労
働
力
の
差
よ
り
も
圧
倒
的
に
大
き
い
。

的
場
池
古
墳
群
の
場
合
、
群
と
し
て
の
副
葬
品
の
量
は
非
常
に
少
な

く
、
兵
家
古
墳
群
よ
り
も
劣
っ
た
存
在
で
あ
る
が
、
西
支
群
は
粘
土
椰

の
採
用
や
埴
輪
の
樹
立
に
み
ら
れ
る
と
と
く
、
首
長
墳
的
古
墳
の
築
造

を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に

西
支
群
の
優
越
性
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
八
号
墳
と
同
等
の
副
葬
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品
を
有
し
て
当
然
で
あ
る
七
号
墳
に
全
く
副
葬
品
が
な
い
こ
と
は
、
兵

家
古
墳
群
に
比
べ
、
集
団
の
絶
対
的
な
副
葬
品
の
所
有
量
が
少
な
い
か

ら
で
あ
り
、
支
群
内
の
古
墳
被
葬
者
の
社
会
的
な
階
級
差
は
少
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
墳
群
と
し
て
み
た
場
合
、
的
場
池
古
墳
群
が

よ
り
劣
っ
た
存
在
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
首
長
墳
と
兵
家
・
的
場
池
古

墳
群
の
間
に
は
中
型
古
墳
の
介
在
が
認
め
ら
れ
、
中
型
墳
の
消
滅
と
群

集
墳
の
消
滅
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
の
で
、
両
者
に
は
有
機
的
関
連
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
型
古
墳
の
武
器
・
武
具
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
次
の
こ
と

を
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
兵
家
古
墳
群
の
武
器
・
武
具
は
旧
式
で
あ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
兵
家
古
墳
群
で
は
長
方
板
革
綴
式
短
甲
が
最
も

少
な
く
、
そ
の
年
代
は
中
型
古
墳
の
年
代
の
上
限
と
一
致
す
る
の
で
、

中
型
古
墳
か
ら
の
再
分
配
さ
れ
た
結
果
と
し
て
理
解
し
た
い
。

し
た
が
っ
て
、

A
1
類
を
小
首
長
的
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
有

⑲
 

力
家
父
長
墓
と
し
て
理
解
で
苔
る
。
こ
の
家
父
長
が
、
近
藤
義
郎
・
広

⑩

⑪
 

瀬
和
雄
氏
等
は
生
産
力
の
増
加
に
よ
る
自
立
化
に
よ
っ
て
、
西
嶋
定
生

＠
 

・
白
石
太
一
郎
氏
等
は
よ
り
大
き
な
支
配
機
構
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
造
墓
可
能
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ

れ
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
首
長
墳
で
あ
る
大
型
古
墳
と
中
型
古
墳

と
に
よ
る
二
重
の
支
配
構
造
の
下
に
お
か
れ
て
い
る
状
況
が
看
取
さ
れ

た
。
そ
の
家
父
長
層
も
、

A
1
類
と
そ
れ
以
外
の
よ
う
に
、
優
劣
の
差

が
み
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
大
型
古
墳
を
を
頂
点
と
す
る
大
規
模
な
支
配

構
造
、
中
型
古
墳
を
頂
点
と
す
る
中
規
模
な
支
配
構
造
、

A
1
類
墳
を

頂
点
と
す
る
小
規
模
な
支
配
構
造
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
的
場
池
古
墳
群
は
小
規
模
な
支
配
構
造
の
中
で
も
劣
る
存
在
で
、

し
か
も
、
一
古
墳
の
優
越
性
は
見
ら
れ
ず
社
会
分
化
が
未
発
達
と
い
え

る。
b
l
d
群
内
に
独
立
的
立
地
を
示
す
中
型
古
墳
は
非
常
に
少
な
く
、

群
集
墳
内
に
取
り
込
ま
れ
た
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は

a
群
で
考
察
し
た

よ
う
な
中
規
模
の
支
配
構
造
の
欠
如
を
示
し
、
共
同
体
内
の
階
層
分
化

が
よ
り
進
ん
だ
状
態
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、

b
i
d
群
内
の
各
群
集
墳
の
構
造
は
均
一
な
も
の
で
は
な

く
、
一
括
で
扱
う
の
は
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
詳
細
な
考
察
を
本
稿

で
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
の
で
、

b
i
c
群
の
結
論
は
単
な
る
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、

a
群
と
は
異
な
る
支
配
（
社
会
）
構
造

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

x

x

x

x

x

x

x

 

本
稿
で
用
い
た
副
葬
類
型
か
ら
群
集
墳
を
考
察
す
る
と
い
う
方
法
論

は
、
寺
沢
知
子
氏
が
用
い
た
の
み
で
あ
る
。
寺
沢
氏
は
地
域
設
定
を
不

十
分
に
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
問
題
を
群
集
墳
内
で
処
理
し
よ

う
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
京
都
大
学
考
古
墳
研
究
会
が
「
嵯
峨
野
の
古

墳
時
代
」
(
-
九
七
一
年
）
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
設
定
し
た
嵯
峨
野
は
地
域

的
に
非
常
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
文
献
の
裏
付
け
も
確
実
な
の
で
、
か

な
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
多
く
の
問
題
を
内
包
し
、
い
く
つ
か
の
前
提
に
論
を
進
め
て
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い
る
。
先
学
諸
兄
の
御
批
判
・
御
叱
責
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
学
部
卒
業
論
文
に
お
い
て
方
法
論
の
呈
示
を
お
こ
な

い
、
関
西
大
学
文
学
部
日
本
史
関
係
合
同
研
究
会
の
発
表
で
そ
の
具
体

的
検
討
を
お
こ
な
っ
た
も
の
を
、
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
日

頃
か
ら
御
指
導
頂
い
て
い
る
網
干
善
教
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
石
野

博
信
・
泉
森
絞
・
伊
藤
勇
輔
・
一
瀬
和
夫
•
田
中
晋
作
・
服
部
聡
志
氏

お
よ
び
考
古
学
研
究
会
の
諸
氏
に
御
教
示
・
御
助
言
を
い
た
だ
含
、
記

し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

註
①
石
部
正
志
「
群
集
墳
の
発
生
と
古
墳
文
化
の
変
質
」
、
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に

お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
四
、
一
九
八

0
年。

③
関
川
尚
功
「
群
集
墳
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『
桜
井
市
外
鎌
山
北
麓
古
墳
群
』

（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
三
十
四
冊
）
、
一
九
七
九
年
。

③
寺
沢
知
子
「
初
期
群
集
墳
の
一
様
相
」
『
考
古
学
と
古
代
史
』
、
一
九
八
二

年。

④
近
藤
義
郎
著
『
前
方
後
円
墳
の
時
代
』
、
一
九
八
三
年
。

⑤
都
出
比
呂
志
「
横
穴
式
石
室
と
群
集
墳
の
発
生
」
、
『
古
代
の
日
本
』
五
、

一
九
七

0
年。

⑥
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、
棺
内
遺
物
と
棺
外
遺
物
の
類
型
的
区
別
は
不
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
的
な
遺
物
の
意
味
を
把
え
、
意
識
的
に
区
別
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
類
型
の
単
純
化
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
棺
内
出

土
の
武
器
・
武
具
等
は
棺
外
逮
物
と
し
て
、
棺
外
出
土
の
鏡
等
は
棺
内
遺
物

と
し
て
処
理
し
た
。

①
森
浩
一
・
石
部
正
志
「
後
期
古
墳
の
討
論
を
回
顧
し
て
」
『
古
代
学
研
究
』

第
三

0
号
、
一
九
六
二
年
。

⑧
こ
こ
に
提
示
し
た
主
体
部
数
は
比
較
的
残
存
状
況
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。

⑨
伊
藤
勇
輔
「
兵
家
古
墳
群
」
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』

第
三
十
七
冊
、
一
九
七
八
年
。

⑩
川
西
宏
幸
「
円
尚
埴
輪
総
論
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
四
巻
第
二
号
、
一

九
七
九
年
。

⑪
一
瀬
和
夫
他
「
允
恭
陵
古
墳
外
堤
の
調
査
」
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
一

九
八
一
年
。

⑫
田
中
晋
作
「
武
器
の
所
有
形
態
か
ら
み
た
古
墳
被
葬
者
の
性
格
」
『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
第
九
三
号
、
一
九
八
一
年
。

⑱
白
石
太
一
郎
・
河
上
邦
彦
他
「
葛
城
・
石
光
山
古
墳
群
」
『
奈
良
県
史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
三
十
一
冊
、
一
九
七
六
年
。

⑭
兵
家
古
墳
群
に
お
い
て
、
棺
内
出
土
須
恵
器
の
例
は
な
い
。

⑮
小
林
行
雄
「
竪
穴
式
石
室
考
」
『
古
墳
文
化
論
考
』
所
収
、
一
九
七
六
年
。．．

 

⑯
従
来
「
小
型
竪
穴
式
石
室
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
小
型

．．．．．． 

の
竪
穴
式
石
室
と
区
別
す
る
た
め
に
こ
の
用
語
を
使
用
し
た
。

⑰
上
田
宏
範
・
伊
達
宗
泰
他
「
大
和
二
塚
古
墳
」
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
調
査
報
告
』
第
二
十
一
冊
、
一
九
六
二
年
。

⑱
白
石
太
一
郎
「
畿
内
に
お
け
る
大
型
群
集
墳
に
関
す
る
一
試
考
」
『
古
代

学
研
究
』
第
四
ニ
・
四
三
合
併
号
、
一
九
六
六
年
。

⑲
伊
藤
勇
輔
「
的
場
池
古
墳
群
」
『
当
麻
町
文
化
財
調
査
報
告
』
第
一
集
、

一
九
八
二
年
。

⑳
概
原
考
古
学
研
究
所
「
今
田
古
墳
群
」
『
一
九
八
二
年
度
概
報
集
』
、

八
三
年
。

⑪
楠
元
哲
夫
『
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
害
』
第
二
十
五
集
、

一
九
七
六
年
。

一
九
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⑫
伊
達
宗
泰
他
「
新
沢
千
塚
古
墳
群
」
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調

査
報
告
』
第
三
十
九
集
、
一
九
八
一
年
。

⑬
伊
達
宗
泰
「
和
爾
上
殿
古
墳
」
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報

告
』
第
二
十
三
集
、
一
九
六
六
年
。

⑳
橿
原
考
古
学
研
究
所
「
タ
ニ
グ
チ
一
号
墳
」
『
速
報
展
示
資
料
』
、
一
九
八

三
年
。

⑮
前
園
実
知
雄
他
「
馬
見
丘
陵
に
お
け
る
古
墳
の
調
査
」
『
奈
良
県
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
二
十
九
冊
、
一
九
七
四
年
。

⑳
田
中
晋
作
「
古
墳
群
の
構
造
変
遷
か
ら
み
た
古
墳
被
葬
者
の
性
格
」
『
古

代
学
研
究
』
第
九
八
・
九
九
号
、
一
九
八
三
年
。

⑰
網
干
善
教
「
室
大
墓
」
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第

十
八
冊
、
一
九
五
九
年
。

⑱
菅
谷
文
則
他
「
新
庄
屋
敷
山
古
墳
」
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年
。

⑱
土
生
田
純
之
「
埴
口
丘
陵
外
堤
護
岸
工
事
区
域
の
調
査
」
『
書
陵
部
紀
要
』

第
三
二
号
」
、
一
九
八

0
年。

⑳
泉
森
咬
「
当
麻
町
史
」
考
古
編
。

⑪
橿
原
考
古
学
研
究
所
「
竹
内
鍋
塚
古
墳
発
掘
調
査
概
報
」
、
一
九
七
九
年
。

⑲
橿
原
考
古
学
研
究
所
「
寺
口
和
田
古
墳
群
•
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
」
、

一
九
八
二
年
。

⑬
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
「
葛
城
の
古
培
と
古
代
寺
院
」
、
一
九

八
一
年
。

⑳
橿
原
考
古
学
研
究
所
「
日
本
道
路
公
団
南
阪
奈
道
路
計
画
に
伴
な
う
当
麻

町
太
田
地
区
予
備
調
査
」
、
一
九
七
九
年
。

⑮
橿
原
考
古
学
研
究
所
「
寺
口
和
田
古
墳
群
発
掘
調
査
概
報
」
、

年。

一
九
八

⑱
松
田
真
一
他
「
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
一
―
-
+
―
集
、

年。

⑰
坪
井
良
平
「
大
和
国
笛
吹
社
の
古
墳
」
『
考
古
学
雑
誌
』
三
巻
七
号
、

九
―
二
年
。

⑱
泉
森
絞
・
菅
谷
文
則
「
大
和
葛
城
の
笛
吹
・
山
口
古
墳
群
の
分
布
」
『
古

代
学
研
究
』
第
六

0
号
、
一
九
七
一
年
。

⑲
近
藤
義
郎
「
佐
良
山
古
墳
群
の
研
究
」
津
山
市
、
一
九
五
三
年
。

⑩
広
瀬
和
雄
「
群
集
墳
論
序
説
」
『
古
代
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
七
八
年
。

⑪
西
嶋
定
生
「
古
墳
と
大
和
政
権
」
『
岡
山
史
学
』
第
一

0
号
、
一
九
六
一

年。

⑫
白
石
太
一
郎
「
大
型
古
墳
と
群
集
墳
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
・
考

古
学
論
孜
』
第
二
冊
、
一
九
七
三
年
。

（
関
西
大
学
大
学
院
生

一
九
七
九
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